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【手続補正書】
【提出日】平成23年8月26日(2011.8.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像データを複数のブロックに分割する分割手段と、
　前記分割された各々のブロックの属性を判別する判別手段と、
　前記判別された属性と属性に対応付けられた画像処理の内容に応じて、属性毎に画像処
理モジュールを選択し、前記選択された画像処理モジュールを用いて属性毎に画像処理フ
ローを生成する生成手段と、
　前記画像処理フローが画像処理領域に構築可能か否かを判断する判断手段と、
　前記判断の結果、前記画像処理フローが前記画像処理領域に構築可能であると判断され
た場合、前記画像処理フローを前記画像処理領域に構築し、前記判断の結果、前記画像処
理フローの処理領域が前記画像処理領域に構築不可能であると判断された場合、前記画像
処理フローの処理領域が前記画像処理領域におさまるように、属性毎に生成された複数の
前記画像処理フローの中から、他の画像処理フローが保持していない画像処理モジュール
を有する画像処理フローを選択し、前記選択された画像処理フローを前記画像処理領域に
構築する構築手段と
　を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記構築手段は、複数の前記画像処理フローの中から、属性情報が１つであるブロック
の画像処理フローを優先的に前記画像処理領域に構築することを特徴とする請求項１に記
載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記構築手段は、前記画像処理領域に構築されないブロックを、前記画像処理領域に構
築されないブロックの画像処理モジュールを包含している画像処理フローに割り当てるこ
とを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記画像処理領域に構築された各ブロックの画像処理フローで画像処理を施すブロック
数が、特定の画像処理フローに集中する場合は、前記画像処理領域にブロックが集中した
画像処理フローを追加する追加手段と、
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　前記追加した画像処理フローにブロックを分配する第１の分配手段と
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記画像処理領域に構築された各ブロック群の画像処理フローで画像処理を施すブロッ
ク数が、特定の画像処理フローに集中する場合は、ブロックが集中した画像処理フローの
画像処理モジュールを包含している画像処理フローに、ブロックを分配する第２の分配手
段をさらに備えることを特徴とする請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記属性は、画像読取装置でスキャンされた画像、イメージ、文字、図形のいずれかを
含むことを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記画像処理フローは、下地除去処理、色変換処理、濃度補正処理、フィルター処理、
ハーフトーン処理、スムージング処理のいずれかを含むことを特徴とする請求項１に記載
の画像処理装置。
【請求項８】
　画像データを複数のブロックに分割する分割ステップと、
　前記分割された各々のブロックの属性を判別する判別ステップと、
　前記判別された属性と属性に対応付けられた画像処理の内容に応じて、属性毎に画像処
理モジュールを選択し、前記選択された画像処理モジュールを用いて属性毎に画像処理フ
ローを生成する生成ステップと、
　前記画像処理フローが画像処理領域に構築可能か否かを判断する判断ステップと、
　前記判断の結果、前記画像処理フローが前記画像処理領域に構築可能であると判断され
た場合、前記画像処理フローを前記画像処理領域に構築し、前記判断の結果、前記画像処
理フローの処理領域が前記画像処理領域に構築不可能であると判断された場合、前記画像
処理フローの処理領域が前記画像処理領域におさまるように、属性毎に生成された複数の
前記画像処理フローの中から、他の画像処理フローが保持していない画像処理モジュール
を有する画像処理フローを選択し、前記選択された画像処理フローを前記画像処理領域に
構築する構築ステップと
　を備えることを特徴とする画像処理方法。
【請求項９】
　コンピュータを請求項１乃至７のいずれか一項に記載された画像処理装置として機能さ
せるためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記課題を解決するために、本発明に係る画像処理装置は、画像データを複数のブロッ
クに分割する分割手段と、前記分割された各々のブロックの属性を判別する判別手段と、
前記判別された属性と属性に対応付けられた画像処理の内容に応じて、属性毎に画像処理
モジュールを選択し、前記選択された画像処理モジュールを用いて属性毎に画像処理フロ
ーを生成する生成手段と、前記画像処理フローが画像処理領域に構築可能か否かを判断す
る判断手段と、前記判断の結果、前記画像処理フローが前記画像処理領域に構築可能であ
ると判断された場合、前記画像処理フローを前記画像処理領域に構築し、前記判断の結果
、前記画像処理フローの処理領域が前記画像処理領域に構築不可能であると判断された場
合、前記画像処理フローの処理領域が前記画像処理領域におさまるように、属性毎に生成
された複数の前記画像処理フローの中から、他の画像処理フローが保持していない画像処
理モジュールを有する画像処理フローを選択し、前記選択された画像処理フローを前記画
像処理領域に構築する構築手段とを備えることを特徴とする。
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